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大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

○令和元年東日本台風をはじめ、平成30年7月豪雨など全国的に近年激甚な水害が頻発している。北部地区においても昭和57年、平成9年、
平成24年と度重なる豪雨災害・台風被害を受けていることから、事前防災対策を進める必要がある。このことから、あらゆる関係者（国、都道
府県、市町村、住民等）の取り組みを連動させ、過去の出水と同規模の洪水を安全に流下させるなど、北部地区における浸水被害の軽減を図る。

犬丸川浸水写真（H24年7月）

桂川浸水写真（Ｓ５７年７月：泉橋直下）

犬丸川水系

桂川水系

宇佐市

中津市 豊後高田市

凡例

□：二級水系 整備計画策定済
□：二級水系 整備計画策定中
－：市町境
■：北部地区流域治水協議会



【豊後高田市、中津市、宇佐市】

立地適正化計画の策定

【大分県、駅館川土地改良区連合】

日指ダム

【大分県、宇佐市】香下ダム

【大分県、宇佐市】深見ダム

【大分県、玖珠町】小野原ダム

【大分県、宇佐市】日出生ダム

【中津市】宮ノ下川

（河床掘削）

【中津市】六反田川

（護岸整備）

【中津市】吉原川

（護岸整備）

【宇佐市】下水道雨水幹線整備

【宇佐市】向川内川

（河床掘削）

【農林水産部】山ノ下地区

【豊後高田土木】桂川 森工区

（築堤工）

【宇佐土木】駅館川

（築堤、河床掘削）

【宇佐土木】駅館川

（護岸整備）

：氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

：被害対象を減少させるための対策

：被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

【豊後高田市】

洪水災害における災害の未然防止対策（45箇所）

【森林整備センター】

水源林造成事業による森林の整備・保全（19箇所）

【大分地方気象台】

線状降水帯による豪雨に対する情報提供の改善

地域における気象防災業務の強化

【大分県】

防災マップの作成

河川カメラの設置

【宇佐市】

防災マップの作成、周知 避難訓練の実施支援

防災無線を活用した情報発信

河川カメラの設置

【豊後高田市】

地域強靱化の推進方針

【中津市】

防災マップの作成、周知 避難訓練の実施支援

【農村基盤整備課】

農地・農業水利施設を活用した流域の防災・減災の推進

流水の貯留機能の拡大

【大分県、並石土地改良区】

並石ダム

【豊後高田土木】桂川 小田原工区

（築堤工）【中津市】下水道雨水幹線整備

【中津土木】犬丸川

（護岸整備、築堤工）

【中津土木】犬丸川

（橋梁架替、河床掘削）

【宇佐市】余川

（河床掘削）

【宇佐市】佐山川

（河床掘削）

【砂防課】

砂防堰堤の整備（16箇所）

急傾斜地崩壊対策施設の整備（23箇所）

【中津市】蛎瀬川

（ゲート設置）

【農村基盤整備課】

水害リスク情報の提供・充実
【農林水産部】小一郎兎谷地区

【農林水産部】兎谷地区

【農林水産部】大内ヶ谷地区



大分県北部地区流域治水プロジェクト【ロードマップ】
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

短期 中期 中長期

築堤、護岸整備 大分県

河床掘削、築堤、護岸整備 大分県

河床掘削 中津市

河床掘削 宇佐市

既存ダムの洪水調節機能の強化
大分県、宇佐市、土地改良区、
（玖珠町）

既存ダムの洪水調節機能の強化 豊後高田市

農地・農業水利施設を洪水調節機能の強化、貯留機能の
向上・拡大

大分県、宇佐市、土地改良区、
中津市、（玖珠町）

下水道雨水幹線整備 中津市

下水道雨水幹線整備 宇佐市

砂防堰堤の整備 大分県

急傾斜地対策施設の整備 大分県

治山整備、森林整備
大分県、大分西部森林管理署、
森林整備センター

水源林造成事業による整備・保全 森林整備センター

短期 中期 中長期

立地適正化計画の策定 中津市　（大分県）

立地適正化計画の策定 豊後高田市　(大分県）

立地適正化計画の策定 宇佐市　（大分県）

短期 中期 中長期

防災気象情報の改善 線状降水帯による豪雨に対する情報提供の改善 大分地方気象台

防災啓発活動 地域における気象防災業務の強化 大分地方気象台

中小河川等における避難行動支援の充実 大分県

防災マップの作成、周知　避難訓練の実施支援 大分県

ため池ハザードマップ作成、水位計・監視カメラ設置 大分県

防災マップの作成 中津市

地域強靱化の推進方針 豊後高田市

防災マップの作成、周知　避難訓練の実施支援 宇佐市

区分 対策内容 実施主体
工程

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

内水氾濫対策

土砂災害対策

流水の貯留機能の拡大

実施内容

洪水氾濫対策

被害の軽減、
早期復旧・復興のための対策

実施内容 実施主体
工程

被害対象を減少させるための
対策

水災害ハザードエリアにおける
土地利用・住まい方の工夫

土地の水災害リスク情報の充実

実施内容 実施主体
工程

区分 対策内容

区分 対策内容



北部地区における対策内容

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策



桂川浸水写真（Ｓ５７年７月：泉橋直下）

桂川小田原工区（整備済区間：右岸築堤）

桂川森工区（整備中区間：左岸築堤） 泉橋直下桂川森工区（整備済区間：左岸築堤）

二級河川 桂川

森工区
（築堤工）

小田原工区
（築堤工）

【大分県（豊後高田土木）】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

短期 中期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

洪水氾濫対策 築堤、護岸整備 大分県

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



犬丸川浸水写真（H24年7月） 犬丸川（今後整備区間）

犬丸川（整備済区間）

犬丸川（整備済区間：橋梁架替）
堤防整備・護岸整備、橋梁架替、河道掘削等

【大分県（中津土木）】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

二級河川 犬丸川

短期 中期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

洪水氾濫対策 河床掘削、築堤、護岸整備 大分県

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



駅館川浸水写真（H９年９月：拝田橋周辺） 駅館川（今後整備区間：左岸築堤）

駅館川（整備済区間：両岸築堤）

築堤、河道掘削等

【大分県（宇佐土木）】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

二級河川 駅館川

短期 中期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

洪水氾濫対策 河床掘削、築堤、護岸整備 大分県

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



■個別計画に基づく河川整備（中津市）

○河川維持管理計画、堆積土砂管理計画を策定し、必要性・緊急性の高い河川から事業を実施し、持続可能な河道の
流下能力の確保を図る。

①河道掘削

吉原川 護岸整備

護岸整備

【中津市】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

吉原川

六反田川 護岸整備

護岸整備

六反田川

宮ノ下川 河道掘削

河道掘削

宮ノ下川

短期 中期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

洪水氾濫対策 河床掘削 中津市

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



豪雨による市街地の浸水被害防止対策により、浸水被害の軽減を図る。

公共下水道（牛神湯屋雨水幹線）

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 下水道雨水幹線整備【浸水対策】（中津市）

冠水状況

氾濫状況

完成断面

下水道雨水幹線整備

公共下水道（上宮永第１雨水幹線）公共下水道（上宮永雨水幹線）

短期 中期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

内水氾濫対策 下水道雨水幹線整備 中津市

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程

【中津市】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～



■農業水利施設を活用した災害を未然に防止する多面的な対策（中津市）

農業用ため池では、堤体補修を実施し、決壊による被害の防止・貯留機能の向上を図っている。また、ため池ハザードマップを作成し、
ホームページや自治会を通して地域住民へ周知している。農業用排水路では、豪雨被害が著しい蛎瀬川周辺の水路に水門を設置するこ
とで、流量調整を図っている。

また、排水路を改修することで、住宅等への雨水の溢水を軽減する。今後も個人の生命、身体及び財産への被害を未然に防止するた
め、ハード・ソフト両面からの治水・防災を推進する。

【中津市】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

短期 中期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

流域の雨水貯留機能の向上 ため池や農業用排水路の 治水活用、防災啓発 中津市

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



■河道対策として流下断面が阻害されている準用河川及び普通河川について河道掘削等を実施。

【宇佐市】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

余川

余川 河道掘削 向川内川 河道掘削

向川内川
佐山川

佐山川 河道掘削

短期 中期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

洪水氾濫対策 河床掘削 宇佐市

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



氾濫できるだけ防ぐ・減らすための対策 下水道雨水幹線整備（浸水対策）

豪雨による市街地の浸水被害防止対策により浸水被害の軽減を図る

小峰排水区における雨水幹線整備 閤第１排水区における雨水幹線整備

冠水状況

【宇佐市】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

冠水状況 冠水状況

短期 中期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

内水氾濫対策 下水道雨水幹線整備 宇佐市

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



■既存ダムの洪水調節機能の強化

○ダムによる洪水調節は、下流の全川にわたって水位を低下させ、堤防の決壊リスクを低減
させるのに加え、内水被害等を軽減する有効な治水対策である。
○駅館川水系及び桂川水系において、緊急時に既存ダムの有効貯水容量を洪水調節に最大限
活用できるよう、事前放流の実施等についてダムの管理者及び関係利水者と治水協定を
令和３年３月３０日締結。

【治水協定締結者】

大分県土木建築部、大分県農林水産部、九州農政局北部九州土地改良調査管理事務所、

宇佐市、玖珠町、駅館川土地改良区連合、並石土地改良区

○水害対策に使える容量（ダム）

・協定前：0ｍ３→協定後：約289万ｍ３ 約289万ｍ３の増加

並石ダム
ダム名

有効貯水容量
（万m3）

洪水調節容量
（万m3）※１

洪水調節可能
容量（万m3）

水害対策に使える容
量（万m3）

深見ダム 125.0 0 10.1 10.1

香下ダム 202.0 0 40.0 40.0

小野原ダム 34.6 0 2.5 2.5

日出生ダム 716.0 0 117.6 117.6

日指ダム 451.0 0 101.0 101.0

並石ダム 142.9 0 17.9 17.9

合 計 1671.5 0 289.1 289.1

※１ 水利用への補給を行う可能性が低い期間等において水位を低下させた状態とする

貯水池運用を行うことにより確保可能な容量を含む

【大分県（河川課）】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

日指ダム

小野原ダム

香下ダム

日出生ダム

深見ダム

短期 中期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

流水の貯留　機能の拡大 既存ダムの洪水調節機能の強化
大分県、宇佐市、土地改良区、
（玖珠町）

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



洪水災害における災害の未然防止対策

令和元年に関東地方を襲った台風19号など、
近年、全国的に甚大化・多発化する災害に備え、
市では、台風や大雨が予想される際に、ため池の
貯水量を事前に調整し、河川への直接的な流入を
最小限にとどめる「洪水災害の未然防災対策」に
取り組みます。
本取組を進めるにあたって、市内のすべて防災

重点ため池（45箇所）等の関係者と水位調整に
係る協定を締結しました。

水位を下げた分だけ、雨がため池に
貯まる。（河川への流入量が減少。）

河川の水位を下げることで
決壊や浸水害を防ぐ。

本取組の効果（イメージ）

ため池の水位

水位を下げる

大雨が発生する前に
事前に池の水を抜く。

１、概要

ため池の水位

【豊後高田市】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

短期 中期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

流水の貯留　機能の拡大 既存ダムの洪水調節機能の強化 豊後高田市

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



洪水災害における災害の未然防止対策

※連絡は各家庭の
告知端末を使用。

近
日
中
に
大
雨
の
お
そ
れ
！

①市役所
②自治委員

③管理者

④消防団

気象庁等から台風や大雨
の地域限定情報を受けた
ら、自治委員、ため池管
理者、消防団へ連絡。

ため池の水位を可能な
範囲で調整します。

安全確保のため、
消防団も同行します。

危険情報の周知や今後
の災害対応に備えます。

２、連絡方法（対応の流れ）

連携！

【豊後高田市】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～



■農地・農業水利施設を活用した流域の防災・減災の推進

・R3は県内６２箇所（北部地区流域１５箇所）について、堤体の耐震化を行い、農業
用ため池が有する洪水調節機能を強化を行った
・R4は県内５１箇所（北部地区流域１３箇所）の予定

【防災重点農業用ため池の耐震化・洪水調節機能の強化】

【水田の貯留機能向上に向けた普及・啓発】

・田んぼダムに適した堰板及び排水桝の検証
・水田単位でデータ収集を行い、降雨時の雨
水の貯留効果の検証
・県内３地区（由布、九重、宇佐）

・R3に検証した結果を踏まえ、排水路流域単位で県内９地区（北部地区流域１地区
（宇佐））のデータ収集を行い、洪水抑制効果の検証を行う

R３取組状況

R４取組内容

■流水の貯留機能の拡大
【農業用ダム・ため池の事前放流】
・農業用ダムの事前放流による治水活用
⇒ 県内２５ダム（北部地区流域６ダム（日出生・日指・深見・香下・並石・小野原））

・ため池の事前放流による治水活用
⇒ 県内１，０４１箇所（北部地区流域２２９箇所）のため池管理者に対し、事前放流の

取り組みを推進

（氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策）

（被害の軽減、早期復旧・復興のための対策）
■水害リスク情報の提供・充実
【ため池ハザードマップ作成支援】

・大分県がR2まで浸水想定区域図をもとに、各市町村に
おいて、ため池ハザードマップを作成
・県内１，０１３箇所のうち、R3までに９２０箇所作成済。
R4に全て作成完了予定。

【ため池への水位計・監視カメラの設置】
・ため池に水位計・監視カメラを設置し、豪雨時の適切な
避難行動に備える
・R3は県内３箇所（杵築、宇佐、国東）
・R4は県内４０箇所設置予定

水位計設置

整備前 整備後

ため池ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ

【大分県（農村基盤整備課）】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～



砂防堰堤等の整備 １６箇所

急傾斜地崩壊対策施設の整備 ２３箇所

＜凡例＞

日岳地区

▼

▼立平谷川

■砂防対策
対策内容 砂防堰堤工、擁壁工等

畑・堂園川第1

【大分県（砂防課）】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

▼坪池下川

▼中居上川・下川

上荘地区

▼矢崎川

五名川▼

▼二日市川

▼宮原川

本村地区

第二笹ヶ平地区

日岳地区

下井ノ川地区

日足地区

内川野地区

大見尾地区

御沓地区

尾平地区

▼小田川

▼高山川

▼斉藤川

知恩寺地区

▼下長岩屋第１川

▼朝日川

▼

上野②地区

石場地区

北ノ迫地区

▼尾鷲長谷川・尾鷲谷AB川

畑・堂園川

相原地区

庄屋地区

常磐下地区
岩ノ下１地区

徳光①地区

▼新田川AB

▼佐屋ノ元川
平ノ下地区

木の下地区

真中地区

荒尾地区

【砂防】五名川

【急傾斜】本村地区

朝日川 平ノ下地区 上荘地区

下長岩屋第1川 木の下地区 第二笹ヶ平地区

畑・堂園川第1 荒尾地区 日岳地区

尾鷲長谷川・
尾鷲谷AB川 真中地区 下井ノ川地区

新田川AB 知恩寺地区 本村地区

佐屋ノ元川 岩ノ下1地区 日足地区

立平谷川 石場地区 御沓地区

中居上川・下川 庄屋地区 大見尾地区

坪池下川 相原地区 内川野地区

五名川 上野②地区 尾平地区

矢崎川 常磐下地区

宮原川 徳光①地区

二日市川 北ノ迫地区

小田川

高山川

斉藤川

急傾斜地崩壊対策施設の整備
地すべり

施設の整備
砂防堰堤の整備

【砂防】五名川

令和3年度の取組 砂防設備の整備

令和3年度の取組
急傾斜地崩壊防止施設の整備

令和4年度の取組
・砂防関係施設の整備

短期 中期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

土砂災害対策 砂防堰堤の整備 大分県

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

土砂災害対策 急傾斜地対策施設の整備 大分県

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

■森林整備、治山対策【氾濫河川上流域における森林整備、治山対策の実施】

森林は水源涵養機能や山地災害防止機能等の公益的機能を有しており、この機能の適切な発揮に向け
森林整備、治山対策を推進。

間伐後の森林荒廃森林

森林整備による浸透能の向上効果

治山事業の実施による流木・土砂の流出抑制効果

流木捕捉式治山ダムが
流木を捕捉した事例

治山ダムが山腹崩壊と
土砂流出を軽減 した事例

山ノ下地区

● 治山事業実施予定箇所（大分県） ４地区

大分県森林保全課
大分県森林整備室
大分西部森林管理署
森林整備センター

大内ヶ谷地区

兎谷地区 小一郎兎谷地区

短期 中期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

土砂災害対策 治山整備、森林整備
大分県、大分西部森林管理署、
森林整備センター

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



【森林整備センター】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

北部地区流域における水源林造成事業地

北部地区流域

水源林造成事業地

短期 中期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

土砂災害対策 水源林造成事業による整備・保全 森林整備センター

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



北部地区における対策内容

被害対象を減少させるための対策



【参考】中津市立地適正化計画作成までの流れ（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪誘導施策等の検討内容≫ １.上位関連計画の整理 

２.住民意向の把握 

３.都市の現状と将来動向の分析 

４.都市構造の課題の分析 

５.立地適正化に関わる基本的な方針の設定 

６.都市機能誘導区域及び誘導施設の設定 

７.居住誘導区域の設定 

８.誘導施策の検討 

９.目標値の設定 

１０.立地適正化計画書（素案）の作成 

１１.市民等説明会の実施 

１２.立地適正化計画（案）の作成 

１３.パブリックコメントの実施 

１４.立地適正化計画の策定 

庁
内
検
討
会 

各
種
会
議
開
催 

各
種
会
議
開
催 

１）都市計画道路を取り巻く情勢

変化と課題 

２）道路交通特性の整理 

３）未事業化区間の路線評価 

４）段階的道路整備の整備効果検

討 

５）道路予備設計 

（路線計画・設計、交差点計画・設

計） 

６）交通量推計 

７）事前協議資料作成 

８）地元説明資料作成 

９）都市計画図書案の作成 

令
和
２
年
度 

令
和
３
年
度 

令
和
４
年
度 

〇土地利用・住まい方の工夫として、立地適正化計画の策定に取り組む。

■立地適正化計画の策定（中津市）

【参考】中津市立地適正化計画作成までの流れ（案）

【中津市】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

短期 中期 中長期

被害対象を減少させるための
対策

水災害ハザードエリアにおける
土地利用・住まい方の工夫

立地適正化計画の策定 中津市　（大分県）

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



■立地適正化計画の策定（豊後高田市）

【豊後高田市】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

短期 中期 中長期

被害対象を減少させるための
対策

水災害ハザードエリアにおける
土地利用・住まい方の工夫

立地適正化計画の策定 豊後高田市　（大分県）

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



■用途地域の都市構造を見直し、サービス施設や住居等がまとまって立地するような土地利用と快適な生
活環境の実現を目指します。

策 定

■上位・関連計画の整理
■都市の現況把握・整理

■将来見通しにおける都市構造の課題分
析・解決すべき課題の抽出

■都市のスポンジ化状況の検証

■まちづくりの方針の検討

■目指すべき都市の骨格構造と誘導方針の
検討

■居住機能誘導に向けた調査

■誘導施設及び誘導区域等の検討

■定量的な目標地及び達成状況に関する評
価方法

■誘導施策の検討

■計画素案の取りまとめ

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

■防災指針の検討

■住民意見

■説明会、パブリックコメント等

立地適正化計画策定スケジュール（案）

立地適正化計画のイメージ（案）

立地適正化計画とは

地方都市で課題となっている人口減少・少子高齢化、市街地の拡散
などに対応した持続可能なまちづくりを推進するための計画。

※当初、令和３年度に策定を予定していたが、
令和４年度にスケジュールを見直し中。

【宇佐市】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

短期 中期 中長期

被害対象を減少させるための
対策

水災害ハザードエリアにおける
土地利用・住まい方の工夫

立地適正化計画の策定 宇佐市　（大分県）

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



北部地区における対策内容

被害の軽減・早期復旧・復興のための対策



【大分地方気象台】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

線状降水帯による豪雨に対する情報提供の改善【R3取組】

短期 中期 中長期

被害の軽減、
早期復旧・復興のための対策

防災気象情報の改善 線状降水帯による豪雨に対する情報提供の改善 大分地方気象台

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



【大分地方気象台】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

地域における気象防災業務の強化（気象庁の取り組み）
【R3取組】

短期 中期 中長期

被害の軽減、
早期復旧・復興のための対策

防災啓発活動 地域における気象防災業務の強化 大分地方気象台

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



【大分地方気象台】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

線状降水帯による豪雨に対する情報提供の改善
【R4取組】



【大分地方気象台】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

地域における気象防災業務の強化（気象庁の取り組み）

○平時においては、情報利活用のた
めの実践的な研修等の取り組みの
中で、気象情報を活用した「自治体
向け防災対応ワークショップ」の実施
や、「防災士養成研修への講師の派
遣」などを行う。

○災害発生後には、市町村等と共
同で振り返りを実施する。

このことにより、防災気象情報や地
方公共団体支援の更なる改善に繋
げるとともに、気象台及び市町村等
の双方の防災対応について相互の
理解を深め、地域の気象防災力の
強化を図る。

〇令和４年度から、地域における気
象防災業務支援のさらなる強化の
取組として、リスクコミュニケーション
推進官、要配慮者対策係、流域治水
対策係を新たに設置。

【R4取組】



①中小河川等洪水時ハザードマップ作成支援

☑頻発する豪雨災害に対して、Ｒ３～５の３ヶ年で、以下の優先順位に
基づき、ハザードマップを市町村が作成できるように支援を行う

（県内全５８５河川のうち）

①過去に浸水実績のある河川
②河川背後地に資産（住居等）が集中（人家５０戸以上目安）
③要配慮者利用施設が河川近傍に存在

中小河川等ハザードマップ作成＜県内５４１河川＞
⇒人家や重要施設の多くをハザードマップでカバーが可能に

災害の危険性の見える化により、洪水等からの逃げ遅れが無いよう、適切な避難行動を促進

中小河川等における避難行動支援の充実（災害の危険性の見える化）

☑住民の避難行動を促すための視覚情報を充実するため、 従前の
大規模河川等に加え、中小河川等へも水位計・カメラを増設

視覚情報等の提供
により、適切な
避難行動を促進

☑過去に浸水実績のある河川
⇒浸水実績のある河川については、ハザードマップに加え、
視覚情報を用いて、より緊迫感を持って避難行動を促す

◆水位計：既設127基 ＋ 増設24基
◆カメラ：既設 82基 ＋ 増設69基

＝ 県内各151基設置

中小河川等での住民の避難体制を構築＜効果＞

＜効果＞

考
え
方

考
え
方

（県ＨＰや防災アプリ等で視覚情報を発信）

ハザードマップイメージ

②中小河川等への水位計・河川カメラ増設

【大分県(河川課)】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

短期 中期 中長期

被害の軽減、
早期復旧・復興のための対策

土地の水災害リスク情報の充実 中小河川等における避難行動支援の充実 大分県

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



①河川情報整備支援事業

☑県の設置基準に満たない河川等への水位計や監視カメラが設置できる
ように支援を行う。

〈県の水位計及び監視カメラの設置基準〉
水位周知河川（区間指定あり）及び浸水実績を有する中小河川

⇒県の設置基準に満たない箇所等のうち氾濫しそうになった箇所
への水位計及び監視カメラ等の設置を支援する。
①河川背後地に人家がある（5戸以上）
②河川背後地に要配慮施設がある
③周囲3ｋｍ以内に他のカメラがない

以上の条件から優先順位をつけて支援を行う。

災害の危険性の見える化により、洪水等からの逃げ遅れが無いよう、適切な避難行動を促進

住民の避難行動支援の充実（災害の危険性の見える化）

☑水防警報発令システムの導入により、水防警報・避難情報の早
期発令を目指す。

住民の早期避難及び適切な避難行動促進＜効果＞

②水防警報発令システムについて
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防災ニーズの高まり

住民の早期避難及び適切な避難行動促進＜効果＞

◆急激な豪雨に起因して同時多発的に河川の水位が上昇

◆関係機関への水防警報発令の伝達手段がアナログ

■急激に変化する災害リスクに対し、スピーディーな情報伝達が必要

■関係機関と迅速に河川情報を共有し、円滑な避難行動を促進

〈現状と課題〉

・水防警報発令処理をシステム化（半自動化）
・災害対応支援システムを通して水防警報発令状況を関係水防機関と共有

水防警報発令システム導入

考
え
方

考
え
方

⇒システムの連携により避難情報の早期発信、県民の適切な避難行動を促進

⇒システム導入により業務効率化、出水時のきめ細かな現場対応が可能

・水防警報処理時間短縮
・関係機関への早期伝達
・円滑な情報共有

・住民のニーズへの対応
・住民の早期避難

【大分県(河川課)】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

短期 中期 中長期

被害の軽減、
早期復旧・復興のための対策

土地の水災害リスク情報の充実 中小河川等における避難行動支援の充実 大分県

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



大分県版マイタイムラインシート

【大分県(防災対策企画課)】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

事業スキーム

○ ソフト対策として、マイタイムラインの活用促進を行い、被害の軽減を図る。

地域の訓練支援（避難させ隊）

短期 中期 中長期

被害の軽減、
早期復旧・復興のための対策

土地の水災害リスク情報の充実 防災マップの作成、周知　避難訓練の実施支援 大分県

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



【中津市】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

地域強靱化の推進方針の概要
脆弱性評価の結果に基づき、起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ）を回避

するために必要な施策として、施策分野及びリスクシナリオごとに地域強靱化の推進方
針をとりまとめました。

【個別施策分野】
（１）行政機能／消防等
・住宅防火の推進
・災害拠点施設の整備
・消防活動体制の強化
・消防団の活動強化 等

（２）住宅・都市／環境／地域
・木造家屋等の耐震化の推進
・排水施設等の整備・維持管理
・し尿処理に係る取組の強化
・ごみ処理施設の対策
・災害廃棄物の運搬、処理に係る対策 等

（３）保健医療／福祉／教育
・避難行動要支援者の避難支援の取組の推進
・福祉避難所の確保
・災害時における医療派遣体制の連携強化
・保健指導及び予防接種の促進 等

（４）エネルギー／情報通信／産業
・災害時情報伝達手段の普及促進
・データセンターの移設
・公衆無線ＬＡＮ整備
・イントラネット光ケーブル更改、冗長化
・企業ごとのBCP策定の推進 等

（５）交通・物流
・都市部における輸送ルートの骨格となる街路等の整備
・備蓄食料等の確保・管理
・港湾、林道における物資輸送ルートの確保
・道路の改修及び維持管理
・山間地における避難路や輸送路等の整備 等

（６）農林水産
・森林整備の促進
・倒木時に電線等へ影響を及ぼす樹木の事前伐採
・漁港の耐震．津波対策
・農地、農業用施設の保全 等

（７）国土保全
・地籍調査の推進
・津波ハザードマップの作成によるリスクの周知
・河川施設の維持・改修
・土砂災害ハザードマップの作成促進
・ため池ハザードマップの作成促進 等

排水施設等の整備・維持管理
（角木・新大塚仮設ポンプ場）

災害時情報伝達手段の普及促進
（防災監視カメラシステム）

土砂災害ハザードマップの作成促進

【横断的分野】
（１）リスクコミュニケーション（情報の共有、訓練・啓発等）
・消防各種訓練の実施
・要配慮者利用施設の防災訓練の促進
・中津市の防災力向上のための訓練の実施
・業務継続計画（BCP）の実用的な運用
・中津市受援計画の実用的な運用 等

（２）地域の生活機能の維持・地域の活性化
・災害時における医療派遣体制の連携強化
・備蓄食料等の確保・管理
・災害時に有効な活動拠点となる公園の整備
・地域での支え合い活動の推進 等

（３）防災教育・人材育成
・防災教育の推進
・自主防災組織の活動強化
・住民による避難所の自主運営の促進
・防災士の養成
・地域住民による防犯活動の強化 等

（４）老朽化対策
・なかつ情報プラザの耐震化対策
・子育て支援施設の老朽化対策
・学校施設の老朽化対策
・社会教育施設等の老朽化対策
・橋梁、トンネル、道路附属物等の改修及び維持管理 等

自主防災組織の活動強化

防災士の養成

地域強靱化の推進方針の概要
本計画に基づく地域強靱化の施策を確実に推進するため、各プログラムの達成度や進捗を把

握する代表的な指標において、その具体的な取組内容や目標値を記載した年次計画を策定しま
す。

年次計画を毎年度検証することにより、PDCAサイクルによる施策の進捗管理を行うとともに、必要に応じて、地
域防災計画をはじめとした各種計画による施策を追加し、地域強靱化の取組を推進します。

■国土強靱化地域計画の策定（中津市の事例）

短期 中期 中長期

被害の軽減、
早期復旧・復興のための対策

土地の水災害リスク情報の充実 防災マップの作成 中津市

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



日本語版 多言語版

前面（想定浸水深）

中津市防災マップ（WEB版）

■防災マップの作成（中津市）

【中津市】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

（令和３年度までの取り組み）
○ WEB版の防災マップの機能拡充（想定浸水深のポップアップ表示機能、内水・高潮ハザード表示機能、避難所選択表示機能の追加など）を実施。

（令和４年度の取り組み）
○ WEB版の防災マップの機能拡充（中小河川洪水浸水想定区域公表後の洪水ハザードの追加など）を図る。

○ 各地域の各種集会等、様々な機会を通じて、内容周知に努めるとともに、この防災マップを活用した避難訓練の実施支援を行う。

○ WEB版の防災マップでは、洪水や津波等の災害リスク別に被害想定を確認でき、任意の範囲のマップを作成（印刷）できることから、
マイハザードマップの作成支援も行う。

TOP画面

短期 中期 中長期

被害の軽減、
早期復旧・復興のための対策

土地の水災害リスク情報の充実 防災マップの作成 中津市

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



〇地域強靭化の推進方針の概要 脆弱性評価の結果に基づき、起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ）を回避するために必要な施策として、施策分野及びリスクシナリオごとに地域強靱化の推進
方針を取りまとめました。

地域強靭化の推進方針：施策分野ごと （例）

【個別施策分野】 【個別施策分野】

【横断的分野】

①行政機能・警察・消防等
〇業務継続計画の見直し、受援計画の策定
〇防災拠点となる高田庁舎や災害対策本部として庁舎の代
替
となる中央公民館の改修や整備・維持管理の推進

〇防災関係機関等との総合防災訓練の実施及び連携強化
〇消防活動に必要な施設の充実強化及び消防団の活動支援

②住宅・都市・環境・地域
〇住宅・建築物等の耐震化の促進
〇避難訓練の促進
〇津波・洪水・ため池・土砂災害などのハザードマップ
に
よる危険性の周知や早期避難の意識の啓発

〇上下水道施設の長寿命化対策と耐震化の推進
〇災害廃棄物に関する収集運搬計画及び処理マニュアル
策定や関係機関等との連携強化 等③保健医療・福祉・教育

〇救急業務の高度化の推進
〇県や医師会と連携した健康管理体制の構築
〇避難行動要支援者の避難支援体制の構築
〇実践的な避難訓練等による防災教育の推進 等

④情報・産業・エネルギー
〇災害時における市民への確実かつ迅速な情報提供手段の
多様化の推進

〇避難所情報や避難勧告等の迅速かつ正確な情報発信
〇自助・共助の防災意識に基づく避難警戒体制の確立 等

⑤交通・物流・国土保全
〇橋梁・道路・トンネル等の長寿命化対策の推進
〇迅速な道路啓開に向けた国や県等の道路管理者との連携
や体制づくり
〇急傾斜地等の崩壊対策の推進
〇食料や飲料水等の提供に係る応援協定の実効性の向上
等

⑥農林水産
〇ため池等を活用した浸水対策の推進
〇ため池の整備等のハード対策とソフト対策
（ハザードマップの活用）を適切に組合わせ
て推進

〇農業の有する多面的機能の維持・発揮を促進
〇間伐や鳥獣害対策等による森林の国土保全機
能の維持 等

A.リスクコミュニケーション・教育
〇市民の防災意識の向上や防災訓練等を通じて、地域リスクを理
解・共有し、災害時に主体的な行動（自助・共助）ができる地域づ
くりを支援
〇学校での防災訓練を通じて、児童・生徒が災害に適切に対応する
能力の基礎を養う等

B.地域の生活機能維持
〇自治会や自主防災組織等への活動支援を
さらに充実させ、地域コミュニティを再生
し、地域活性化を図る

〇若者の定住やUIJターンの促進、地域資源
を活用した産業振興による就労場所の確保

C.老朽化対策
〇豊後高田市公共施設等総合管理計画に基づいた適切な維持管理・更新
等の推進
〇排水施設、給配水施設等の整備・維持管理の実施 等

平成22年度
桂橋架け替え

令和２年度
ため池の水位調整に係る協定締

結

小学校区ごとの防災訓
練を実施（毎年）

〇計画の推進について

各プログラムの達成度や進捗を把握・検証することにより、
ＰＤＣＡサイクルによる施策の進捗管理を行うとともに、豊後
高田市地域防災計画をはじめとした各種計画による施策の追加
等を行い、地域強靭化の取組を推進します。

【豊後高田市】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

短期 中期 中長期

被害の軽減、
早期復旧・復興のための対策

土地の水災害リスク情報の充実 地域強靱化の推進方針 豊後高田市

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



■災害時の多言語対応（宇佐市）

【宇佐市】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

（令和３年度までの取り組み）
○ 土砂災害・大雨洪水・津波・ため池の浸水等を想定載した防災ハザードマップ（日本語版）を作成し配布。

（令和４年度の取り組み）
〇 高潮ハザードマップ（日本語版）を作成し配布
○ 紙ベースのハザードマップを統合し 「宇佐市WEB版ハザードマップ」を構築し、多言語に対応（英語、韓国語、中国語（繁体字、簡体字）
○ 災害時多言語通訳サービスの運用開始（２４時間対応、対応言語２０言語

○ ＷＥＢ版ハザードマップは、洪水や津波等の災害リスク別に浸水想定等が確認でき、任意の範囲のマップを作成（印刷）できることから、
避難所の確認、避難経路の確認ツールとして避難時に活用できる。

日本語版 多言語版宇佐市ＷＥＢ版ハザードマップ 英語版

韓国語版

中国語版

短期 中期 中長期

被害の軽減、
早期復旧・復興のための対策

土地の水災害リスク情報の充実 防災マップの作成、周知　避難訓練の実施支援 宇佐市

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



■ハザードマップやおおいたマイタイムラインを活用した学習会や避難訓練を実施し、地域防災力の向上を図る。

（令和４年度の主な取り組み）

【宇佐市】大分県北部地区流域治水プロジェクト
～大分県北部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

防災シンポジウム㏌宇佐
概 要：大分大学、地元高校生及び行政が連携し、地域の特徴や過去

の災害から学び、地域全体で地域防災及び減災を考える。
実施日：令和５年１月下旬

市内一斉避難訓練
概 要：自助・共助のはたらきを活性化し、地域防災力の更なる向上を

目的として、市内一斉の避難訓練を実施
実施日：令和５年３月

要配慮者利用施設避難確保に係る研修会
概 要：浸水想定区域や土砂災害警戒区域内の要配慮者利用施設における

避難確保計画の作成の支援
テーマ：おおいたマイタイムラインを活用し、リスク想定、避難スイッチ等

の設定することで実行性のある避難確保計画の作成
実施日：令和４年５月１０日（火）

■減災シンポジウムを通して、地域全体で地域防災や減災について考える。

土砂災害避難促進アクションプラン
概 要：防災意識の高い社会の構築に向け、行政と住民が一体となって取り組む行動計画
対象地区：金丸・西屋敷・江熊
実施日：令和４年９月（予定）

短期 中期 中長期

被害の軽減、
早期復旧・復興のための対策

土地の水災害リスク情報の充実 防災マップの作成、周知　避難訓練の実施支援 宇佐市

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程


